
第 7 回ちば講座アワード事例調書 
市民活動団体 地域ケアパートナー ほっと 

受診サポーター養成講座 

【内容・狙い】 

 

 

 

 

【参加者の声】 

 

 

【成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

【受診サポートのしくみと講座の様子】 

  

成果としては、患者さんからは、患者の立場に立った第 3 者が間に入ってくれることは貴

重だという声、患者さん家族からは、「先生への聞き方が参考になった」という声、在宅の

支援者からは、医師の話を正しく橋渡しくれるという声をいただいた。医師から、受診サポ

ーターの理解が得られ、受診サポーターの認知度が上がり高評価を頂いた。 

また、受診サポーターとして患者さんに寄り添い、医師や在宅につなぐという役割が果た

せたと感じている。 

課題として、通院介助の依頼が増えている中、受診サポーターの需要、重要性は大きいが

「受診サポートの仕組み」の周知ができておらず、また「受診サポーター」の人材が非常に

少ない。養成講座により人材確保が一番の課題と考える。 

患者さんと医療機関との間に立って、患者さんの不安に寄り添い、在宅で支援している

方々へつなぐために、千葉市との協働事業で誕生した「受診サポーター」と、連携ノートを

介して患者さんと医療と在宅介護をつなぐ「受診サポートの仕組み」の周知を目的とし、 

また、受診サポーターとして活動する方を確保すること狙いとして養成講座を開催いたしま

した。養成講座では、傾聴・コミュニケーション技術・ありのまま記録することを学んでい

ただきます。 

・盛りだくさんの内容で充実した研修だった。 

・ロールプレイが楽しかった。自分のくせややりがちな事を感じることができた。 

・患者さん・家族・身体の事など理解しながらのサポートは大変だがやりがいのある仕事だ

と思った。 


